
【
生
活
支
援
】

　
高
齢
者
世
帯
を
対
象
に
、
見
守
り
を
兼
ね
て

「
配
食
サ
ー
ビ
ス
」や「
生
活
さ
さ
え
あ
い
ネ
ッ

ト
」
が
開
始
さ
れ
た
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

【
住
ま
い
】

　
住
み
慣
れ
た
自
宅
で
生
活
が
続
け
ら
れ
る
よ

う
に
、
住
宅
の
改
修
費
用
の
一
部
を
補
助
し
て

い
ま
す
。

「
地
域
包
括
ケ
ア
」

　
団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上
と
な
る
２
０
２
５

年
（
平
成
37
年
）
に
向
け
て
、
高
齢
者
の
人
数

が
増
加
す
る
こ
と
に
伴
い
、
医
療
や
介
護
の
需

要
が
高
ま
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　
要
介
護
状
態
に
な
る
こ
と
を
予
防
し
、
ま
た

要
介
護
状
態
に
な
っ
て
も
、
い
つ
ま
で
も
住
み

慣
れ
た
地
域
で
生
活
す
る
た
め
に
、
市
で
は
、

医
療
・
介
護
・
介
護
予
防
・
生
活
支
援
・
住
ま

い
を
切
れ
目
な
く
提
供
す
る
「
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
」
の
構
築
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
や
取
り
組
み
の

一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
医
療
】

　
在
宅
医
療
が
中
心
と
な
り
、
治
し
支
え
る
医

療
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

【
介
護
】

　
高
齢
者
の
相
談
窓
口
で
あ
る
高
齢
者
支
援
セ

ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
介
護
予
防
】

　

要
介
護
状
態
に
な
る
こ
と
を
予
防
す
る
た

め
、
運
動
や
手
工
芸
、
講
話
な
ど
を
と
り
入
れ

た
教
室
や
サ
ロ
ン
を
各
市
民
館
な
ど
で
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
協
力
・
理
解
す
る
こ

と
が
必
要
で
、
田
原
市
で
は
今
後
も
医
療・介
護・

福
祉
関
係
者
な
ど
が
連
携
し
て
い
け
る
よ
う
本

事
業
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

▼
高
齢
福
祉
課

☎
23
‐
４
６
５
４

23
‐
３
５
４
５

医療と介護の連携による
支援が有効な認知症につ
いては、今年度から初期
集中支援チームを設置し、
早期発見、早期対応に努
めています。支援チーム
は、専門の研修を受講さ
れた認知症サポート医と
連携して相談支援にあた
っています。専門医の先
生方をご紹介します。 朽名誠先生 北山周先生

高齢者と家族

地域包括ケアイメージ

医療と介護を組み
合わせたサービス

在宅医療サポートセンター
（在宅医療の窓口）

生活支援
コーディネーター
ささえあいネット

介護予防
リーダー

ケアマネジャー
（介護支援専門員）

民生・児童委員や地域住民などからの幅広い支援

コミュニティソーシャルワーカー
（地域福祉コーディネーター）

相談業務
地域ケア会議

認知症初期集中支援チーム

高齢者支援センター

認知症地域支援推進員

生活する場所

自宅・高齢者向け
住まいの整備

健康づくり・
生きがいづくり

住まい

病気になったら

医療

介護が必要になったら

介護

元気に暮らすために

介護予防
老人クラブ・

自治会・ボランティア

困り事があったら

生活支援

認知症
ケアパス

ほいっぷネットワーク
（電子＠連絡帳）
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